
11．Case Report 誌編集委員会

委員長　碓　氷　　章　彦

1．Surgical Case Reports について
Surgical Case Reports は，2015 年 1 月 17 日に創刊し，4 年経過した．
2018 年 1 月 17 日より APC 課金制度については，会員に 230 ユーロ（約 30,000 円）としたが，投稿数

は 411 編であった．投稿開始から年間 400 編を超える投稿数となっており非常に順調に進んでいる．
　非会員の APC は，1,250 ユーロとなっており，海外からの投稿が大幅に減少している．採用率は，全体
では 45％（国内 48％海外 17.64％）となっている．若手の登竜門的な役割としてのジャーナルとなってい
るので，まずはしっかりと国内からの投稿で基盤を固めて今後，海外からの投稿に対して働きかけをする
かどうか見極めたい．

2．2018 年優秀論文賞（Best Surgical Case Reports Award）について
　創刊当初の 2015 年から 2017 年末までの出版された論文 350 編を Citation 数（1 回～6 回まで）もしく
は，Download 数（600 回以上）を条件とし，この 2 点から選定したところ対象論文は，123 編となった．
領域ごとに委員の先生に評価頂いた結果を編集委員会で審議し，理事会の承認を得て，各分野から 1 名ず
つ計 11 名の授賞者となった．

授賞者
心臓・血管

増田　信也（東北大学大学院医学系研究科外科病態学講座心臓血管外科学分野）
Surgical removal of calcified amorphous tumor localized to mitral valve leaflet without mitral annu-
lar calcification（2015）1: 39

上部消化管
古閑　悠輝（熊本大学医学部附属病院消化器外科）
Multiple skeletal muscle metastases from poorly differentiated gastric adenocarcinoma（2015）1: 105

下部消化管
内原　智幸（熊本大学大学院消化器外科学）
Small bowel perforation due to indistinguishable metastasis of angiosarcoma：case report and brief 
literature review（2016）2: 42
阿部　　篤（九州大学大学院医学研究院臨床・腫瘍外科学）
IgG4-related sclerosing mesenteritis causing bowel obstruction：a case report（2016）2: 120

肝臓
川端　誠一（熊本大学医学部附属病院小児外科・移植外科）
Liver transplantation for a patient with Turner syndrome presenting severe portal hypertension：
a case report and literature review（2016）2: 68

胆・膵
緒方　健一（済生会熊本病院外科）
Pyoderma gangrenosum in an abdominal surgical site：a case report（2015）1: 122
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富田　晃一（東京医科大学八王子医療センター消化器外科・移植外科）
Long-term survival of a recurrent gallbladder carcinoma patient with lymph node and peritoneal 
metastases after multidisciplinary treatments：a case report（2016）2: 12

呼吸器
新谷　　康（大阪大学大学院医学系研究科外科学講座呼吸器外科学）
Pleuropneumonectomy for a large thymoma using median sternotomy followed by posterolateral 
thoracotomy（2015）1: 75

乳腺
安立　弥生（名古屋大学医学部附属病院乳腺内分泌外科）
Postoperative elevation of CA15-3 due to pernicious anemia in a patient without evidence of breast 
cancer recurrence（2015）1: 126

小児
新開　統子（筑波大学医学医療系小児外科）
A case of unusual histology of infantile lipoblastoma confirmed by PLAG1 rearrangement（2015）1: 
42

救急
大関　舞子（大阪医科大学附属病院一般・消化器外科）
Torsion of an accessory spleen：a rare case preoperatively diagnosed and cured by single-port sur-
gery（2015）1: 100

3．Best Reviewer Award 選定について
　2018 年 1 月から 12 月までの間の査読数を選定基準とし，審議した結果査読数が多い上位 3 名に Best 
Reviewer Award を授与することとした．

授賞者
奥村　　浩（鹿児島大学医学部第一外科）
松本　　勲（金沢大学附属病院心肺・総合外科）
北村　　律（北里大学病院心臓血管外科）

4．査読者登録の確認について
　査読者は 1,468 名登録しており，その査読者全員に登録してあるメールアドレスおよび専門分野の確認
とともに今後査読者として登録を希望しない場合は，その旨申し出ていただくよう事務局から一斉メール
を配信した．
　その結果を纏めてから，各分野の編集委員に追加および削除する査読者を記載頂く予定となっている．

5．同名雑誌の件
エストニアの Science Repository から同名雑誌「Surgical Case Reports」が出版された．同名雑誌なの

で，本会の「Surgical Case Reports」とは，異なる雑誌である旨を会員に対してホームページでアナウン
スした．混乱を招くことにもなるので，Science Repository への抗議文を送付したが，反応はなかった．

6．出版契約について
　当初の契約から 5 年経過したこともあり，契約更新の時期にもなるので，出版社と今後の契約について
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協議していく予定である．
ジャーナルタイトル：Surgical Case Reports
出版形式：オンラインジャーナル，オープンアクセス出版
出版頻度：年 1 巻（採用順にオンライン出版）
掲載内容：Case Report, Letter to the Editor
出版開始：2015 年 1 月 17 日
出版費用：Article Publishing Charge（APC）

本学会会員は
掲載料 230 ユーロ（日本円約 30,000 円）
非会員は 1,250 ユーロ

（2018 年 1 月 17 日より実施）
電子投稿査読システム Editorial Manager（http://www.surgicalcasereports.springeropen.com/）より投稿
投稿に関する詳細については，Surgical Case Reports（http://www.surgicalcasereports.springeropen.
com/submission-guidelines/）の投稿規定を参照
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12．臨床研究推進委員会

委員長　藤　原　　俊　義

　委員会を 6 月 5 日，10 月 30 日に開催し，新たに創設した臨床研究助成の選考や臨床研究セミナーを計
画するとともに，外科領域においてエビデンスに基づいた医療を実践すべく臨床研究を検討した．

1．「日本外科学会臨床研究助成」（500 万円×1 件）と「若手外科医のための臨床研究助成」（100 万円×5
件）の評価方法を検討した．

【日本外科学会臨床研究助成】
・従来通り，委員全員で 1 題採択した．

【若手外科医のための臨床研究助成】
・‌�申請者が申請された分野（その他や分野横断的なものは，委員長，副委員長の判断で該当する分野を

判断する）に基づき，昨年同様，分野毎にベスト課題を 1-2 題選定（1 次審査）し，その後，委員全員
で 5 題採択（2 次審査）した．

（分野毎の諾否ではないため，授賞は選択分野に影響されない旨を記載している）

2．‌�臨床研究助成「日本外科学会臨床研究助成」（500 万円×1 件），「若手外科医のための臨床研究助成」
（100 万円×5 件）の選考をし，第 22 回臨床研究セミナーで授賞式を開催する．
【日本外科学会臨床研究助成】（JSS Clinical Investigation Project Award）授賞者　1 名

・藤原　俊義（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科消化器外科学）
「ナショナルビッグデータを用いた新専門医制度の地域外科医療に及ぼす影響の評価と人工知能（AI）
を用いた適正医師配置シミュレーションプラットフォームの確立」

【若手外科医のための臨床研究助成】（JSS Young Researcher Award）授賞者　5 名（五十音順）
・大津　　甫（九州大学病院別府病院外科）
「リンチ症候群のミスマッチ修復異常の下流で活性化されるキナーゼと免疫寛容獲得機構の解明」

・佐伯　吉弘（広島大学消化器移植外科）
「肥満症における慢性炎症誘導機構の解明と制御法の開発」

・中川　茂樹（熊本大学大学院消化器外科）
「網羅的遺伝子解析に基づいた，LOX を標的とした新規肝細胞癌治療薬の開発」

・原田　剛佑（山口大学医学部附属病院第一外科）
「虚血組織に特異的に発現する細胞表面抗原の同定とエクソソームを用いた cell-free 再生療法の開発」

・藤野　志季（大阪大学大学院医学系研究科外科学講座消化器外科学 I）
「PDGFR 制御による大腸癌遠隔転移抑制機構の解明」

3．‌�臨床研究セミナーの重要性を鑑み，春と秋に2回開催するとともに，本セミナーの参加は外科専門医制
度における研修実績（5単位）となる．平成30年度に開催された第20回，第21回の臨床研究セミナー
は 850 名，241 名の参加であった．
第 22 回臨床研究セミナーを下記の如く 4 月 20 日に開催予定である．
なお，現在のプログラム構成は，日本専門医機構の共通講習の基準を満たしていないため，理事会決議
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事項に従い，第 23 回臨床研究セミナーから日本専門医機構の共通講習の基準に則して運営するための
新しいプログラム構成を決定した．

第 22 回　臨床研究セミナー
日　時：平成 31（2019）年 4 月 20 日（土）8：00～11：00

（第 119 回日本外科学会定期学術集会 3 日目）
場　所：リーガロイヤルホテル大阪　ロイヤルホール（第 12 会場）
【プログラム】

開会の挨拶（8：00～8：05）
土岐祐一郎　大阪大学大学院消化器外科学

（第 119 回日本外科学会定期学術集会会頭）

第 1 部　臨床研究の基礎講座
司会：渡邊　昌彦　北里大学医学部外科
　　　（日本外科学会臨床研究推進委員会副委員長）
　　　藤原　俊義　岡山大学大学院消化器外科学
　　　（日本外科学会臨床研究推進委員会委員長）

1：外科臨床研究のための研究デザイン（8：05～8：20）
山中　竹春　横浜市立大学臨床統計学

2：日本外科学会学術集会への演題応募における倫理手続き指針（8：20～8：35）
小野　　稔　東京大学大学院心臓外科学
　　　　　　（日本外科学会倫理委員会委員長）

3：Surgery Today における利益相反管理（8：35～9：50）
海野　倫明　東北大学大学院消化器外科学
　　　　　　（日本外科学会英文誌編集委員会委員長）

4：臨床研究支援センターの活用（8：50～9：05）
山本　洋一　大阪大学未来医療開発部臨床研究センター

第 2 部　第 6 回「日本外科学会臨床研究助成」および「若手外科医のための臨床研究助成」授賞式
司会：森　　正樹　九州大学大学院消化器・総合外科学
　　　（日本外科学会理事長）
　　　赤木　由人　久留米大学医学部外科学

1：若手外科医のための臨床研究助成（9：05～9：45）
1）リンチ症候群のミスマッチ修復異常の下流で活性化されるキナーゼと免疫寛容獲得機構の解明

大津　　甫　九州大学病院別府病院外科
2）肥満症における慢性炎症誘導機構の解明と制御法の開発

佐伯　吉弘　広島大学消化器移植外科
3）網羅的遺伝子解析に基づいた，LOX を標的とした新規肝細胞癌治療薬の開発

中川　茂樹　熊本大学大学院消化器外科
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4）虚血組織に特異的に発現する細胞表面抗原の同定とエクソソームを用いた cell-free 再生療法の開発
原田　剛佑　山口大学医学部附属病院第一外科

5）PDGFR 制御による大腸癌遠隔転移抑制機構の解明
藤野　志季　大阪大学大学院医学系研究科外科学講座消化器外科学 I

2：日本外科学会臨床研究助成（9：45～9：55）
1）‌�ナショナルビッグデータを用いた新専門医制度の地域外科医療に及ぼす影響の評価と人工知能（AI）

を用いた適正医師配置シミュレーションプラットフォームの確立
藤原　俊義　岡山大学大学院医歯薬学総合研究科消化器外科学 

第 3 部　外科臨床研究の実践
司会：奥山　宏臣　大阪大学大学院小児育成外科学
　　　池田　哲夫　福岡歯科大学総合医学講座内視鏡センター

1：蛍光イメージングを応用した肝切除後の残肝機能の解明（9：55～10：05）
河口　義邦　東京大学　肝胆膵外科・人工臓器移植外科（H27 年受賞）

2：‌�神経ガイダンス因子の腸管神経系における役割解明とヒルシュスプルング病に対する新しい再生治療
法の開発（10：05～10：15）
藤原　なほ　順天堂大学　医学部小児外科・小児泌尿生殖器外科（H27 年受賞）

3：‌�消化器外科領域における周術期肺血栓塞栓症（VTE）の頻度とリスク因子の解析―NCD データから見
えるもの（10：15～10：30）
土岐祐一郎　大阪大学大学院消化器外科学（H26 年受賞）

第 4 部　第 25 回「研究奨励賞」授賞式
司会：森　　正樹　九州大学大学院消化器・総合外科学
　　　（日本外科学会理事長）
　　　海野　倫明　東北大学大学院消化器外科学
　　　（英文誌編集委員会委員長）

1：‌�What factors determine the survival of patients with an acute exacerbation of interstitial lung disease 
after lung cancer resection?
宮島　正博　札幌医科大学呼吸器外科（最優秀賞）

2：‌�Postoperative therapy with infliximab for Crohn’s disease：a 2-year prospective randomized multi-
center study in Japan
福島　浩平　‌�東北大学大学院医学系研究科分子病態外科学（優秀賞）

特別発言（10：50～10：55）
北村惣一郎　国立循環器病研究センター名誉総長・堺市立病院機構理事長

総括・閉会の挨拶（10：55～11：00）
北川　雄光　慶應義塾大学医学部外科

（日本外科学会定期学術集会次期会頭）
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4．‌�NCD データを活用した臨床研究は，複数の領域のデータベースを横断したプロジェクトの場合は，当
該領域の学会の了承を得た上で，共同研究として NCD に申請することとなっている．将来的に研究課
題が増えれば，その手続きが煩雑となり，負担が掛かることになるので，複数の領域に跨る共同研究を
出来る限りスムーズに行えるような包括的な枠組みを構築するために，28 年度より，NCD データを利
用した複数領域で行う研究の審査窓口は，本委員会に，各領域の学会と NCD の代表者が加わった拡大
的な組織（NCD 臨床研究推進委員会）が務めることとし，その審査結果を各領域の学会に持ち帰って
検討してもらい，2 か月以内を目途に回答してもらう方針を採ることとした．
本年度募集したところ，日本外科学会より「研究課題名：NCD ビッグデータを活用した外科医療資源
の適切な配分に関する横断的検討」と日本胸部外科学会より「NCD データを利用した大動脈食道瘻の
多領域に渡る実態調査研究」「呼吸器心臓血管外科領域疾患における術後脳梗塞の発生因子の解析」の
3 件の申請がなされ，各領域の学会にデータ利用の許諾や協力の可否について検討依頼中である．

1）利益相反委員会

委員長　藤　原　　俊　義

　本委員会は，外科研究の利益相反に関する指針に基づき，役員等から提出された利益相反自己申告書の
管理，利益相反自己申告書に対して，疑義もしくは社会的・法的問題が生じた場合の対応等を目的として
いる．
　役員等の利益相反自己申告書対象 208 名全員から提出され，特に問題が生じるものはなかった．
　役員等の利益相反自己申告書は外科学会事務所に厳重に管理している．
　6 月 5 日，10 月 30 日に委員会を開催し，「日本医学会 COI 管理ガイドライン」並びに「診療ガイドライ
ン策定参加資格基準ガイダンス」に即して，外科研究の利益相反に関する指針の改定内容について検討し，
主に以下の改訂をした．

【主な改訂内容】
○学会発表

第 119 回定期学術集会の演題発表時には共著者分も含めて，過去 3 年間の演題発表内容に関連した利益
相反状態の有無をスライド開示することに変更する（演題応募や抄録提出時は筆頭演者の過去 3 年間の
演題発表内容に関連した利益相反状態の有無を明らかにする）．

○役員等の利益相反自己申告書
1）項目や金額について，「日本医学会 COI 管理ガイドライン」に合わせる．
2）‌�企業や営利を目的とした団体が提供する研究費や奨学（奨励）寄附金について，事務経費を差し引い

た「申告者が実質的に使途を決定し得る研究費や奨学（奨励）寄附金で実際に割り当てられた額の記
載」に変更する．

3）過去 2 年間分を過去 3 年間分の提出に変更する．
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